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(25） 青 梅 線 の 今 ―Ⅰ― JR 青梅線の現在

市域を東西に走る JR 青梅線は、明治２７年（１８９４）１１月１９日青梅鉄道として立川・青梅間開

業は、この後の昭島を首都東京の近郊都市として。発展させる大きな契機になりました。

近代昭島の発展の要因は、鉄道を抜きに考えられない。特に JR 青梅線が重要な役割を担

（にな）つています。開通からすでに１２０年弱、現在を記述（きじゅつ）します。

＊ 青梅線の開設、市域の各駅の開業等は、「⑬青梅鉄道－I－昭島における鉄道の草分

け」・「⑬青梅鉄道―Ⅱ―最初の新設駅中神停留場」に記載。

青梅線立川～奥多摩間（開業時は氷川（ひかわ）駅名改称昭和４６年（１９７１）２月１日）３７．２km

は、石灰石輸送を目的に、青梅鉄道（後の青梅電気鉄道）・奥多電気鉄道（未成線）が開業し

た。昭和１９年（１９４４）４月１日国有化（戦時買収（ばいしゅう））。全通は同年７月１日。石灰石輸送は

平成１０年（１９９８）８月１３日奥多摩・浜川崎間廃止。平成１１年（１９９９）３月２５日青梅線の貨物営

業終了し、現在は全線旅客列車のみ。立川～青梅間・青梅～奥多摩間で運転系統が分離され、

青梅までは中央本線からの直通電車・快速開始、昭和２４年（１９４９）６月２７日（当初は不定期）・

青梅特別快速誕生、昭和６２年（１９８７）１２月１日・通勤特快誕生、平成５年（１９９３）４月 1 日。

・ 青梅線の旅客車両「E２３３系」一中央快速線の２０１系の置き換えを目的に、平成１８年（２００

６）１２月２６日に青梅・五日市線に２７年ぶりに導入した新型一般形電車。車体は、構体の支柱を

増加させたほか、台枠、屋根材の構造が強化されるなど、各種の安全対策が施（ほどこ）されて

いる。ドアは半自動構造を採用しており、扉横に自動開閉ボタンが設置されている。行き先表

示器は JR 東日本で始めてのフルカラーLED を採用。特急形電車「青梅ライナー」は E２５７系

で、車体断面は小型化され、冷房装置も床下設置、また、側窓の高さを８５２ｍｍに拡大（眺望

性）。床面にはゴム系弾性材（静粛性）などの配慮がなされている。旧国鉄時代の青梅線チョ

コレート電車は昭和５３年（１９７８）３月２９日引退。なお、「日本国有鉄道（国鉄）」昭和２４年（１９４

９）６月１日発足。国鉄が分割・民営化により「ＪＲ東日本」に、昭和６２年（１９８７）４月１日。

・ 米軍横田基地専用線一現在青梅線は全線旅客列車のみであるが、唯一貨物列車（タンク

車）が立川～拝島（Ｊｒ貨物駅でもある）間で毎日１往復運行されている。拝島駅から分岐（ぷん

き）し、かつて陸軍多摩飛行場で、多摩地区にあった軍用線の中で唯－の現役線で、拝島駅か

らディーゼル機関車が牽引して約１Ｋ先の基地内に燃料輸送の貨物列車が運行されている。

・ 拝島駅電留線一昭和４５年（１９７０）４月２０日開設（昭島市美堀町）―拝島駅の南東側に、青

梅線と八高線の線路に挟まれた中州のような空間で、ここに昭和５９年（１９８４）まで青梅線

の石灰石輸送を担った立川機関区拝島派出所が置かれていた。その後、保線施設となった。

今も残る機関庫の背後に電留線が４本あり、拝島止まりの青梅線の電車や、日中に間引かれ

た車両が回送されて留置される。車両の検修業務は、豊田車両センターで行われています。
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